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注意したいのが「カキノヘタムシガ（カ

キミガ）」。幼虫が５月７月の年２回発

生し‘ヘタ’の部分から実を食害するため

落果する。また、熟した果実はカラスが

狙うので注意。 

古枝、弱々しい枝を切除し元気な新枝を

残すと、翌年の結実がよくなる。放任す

ると、隔年結果（１年置きに実をつけ

る）になりやすい。株の周りから伸びる

ひこばえは切除する。 

庭木とて1株植えると、実が色づく姿が

秋の添景になる。実は渋くそのままでは

食べられないが、葉が小型で庭木向き。

初夏に雄花と雌花を別々につける。渋柿

は自家結実性が強く単独でも結実する。 
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○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

古くから人名や地名、文献にもよく登場する。

秋景色の添景としても日本人に馴染深い木であ

る。 

Memo 

里山のカキノキが朱赤に色づくと、ほのぼのと

した秋景色になる。ヤマガキは渋いが、古くか

ら未熟の実から柿渋をとったり栽培品種の台木

に利用されてきた。栽培品種に比べ葉は小型で

裏には白っぽい短毛がある。本州中部以西に生

育するが、自生地は日本説、中国説がある。 

生長：やや速い 特 記 

カキノキ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

ヤマガキ  [ 山柿 ]  

ヤマガラ・アオバト・シロハラ 

アオゲラ・メジロ・エナガ・コゲラ 

アカハラ 

https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/24
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/22
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/11
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/1

